




















ひじり野7月後半　ひじり野６温度観察　床・壁コンクリート、地下、外気、日射
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ひじり野モデルハウスの温度観察　「７月と１２月の床・壁コンクリート、地下、外気、日射」

設計用のシミュレーション

実測値

シミュレーションの条件

・室内温度を２２℃に設定

・雪の断熱影響は無視

・地熱、蓄熱性能は無視

室内２２℃、屋外－２０℃（変動幅±１０℃）の時の表面温度分布シミュレーション

冬の室内の温度設定を22℃とし、外気温度の日平均値が-20℃、日変動幅は±10℃（最低気温-30℃、

最高気温-10℃）のときの室内と床下への影響を解析した内外の表面温度分布を示したものです。

シミュレーションに対する実測値では外気温が最高で３６℃、最低で－１８℃という５４℃の寒暖差の中でこの「断熱型枠コンクリート」構造の１Ｆ床面コンクリー
トの温度は、夏冬あわせ２０～２６℃の範囲で安定した温度を保っている。
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はますい

冷凍保管庫－２０℃時の地下の温度観察

外気温１０℃ 外気温２０℃
外気温
２０℃

設計用のシミュレーション

実測値

床下パイプなし 床下パイプあり（２ｍ間隔）

室内－２０℃ 室内－２０℃ 室内－２０℃

冷凍保管庫　１２月の温度観察
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ディスカバリー

IT関連企業事務所の冷暖房の負荷計算
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冬　暖房なし

｢室内の自然温度変動」設計用のシミュレーション

夏　冷房あり 冬　暖房あり

※コンピューターや照明、人体かの熱を考慮し計算しています。



山下邸
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温度分布計算

上図「温度分布計算」のサーモグラフ

「窓の木枠」施工中の写真
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【窓の断面図】



家　づ　く　り　情　報 健康でおしゃれな住まい方への提案
様々な影響とその課題解決 地域性と家づくりのポイントを知り、住まい手の個性を活かす住まいづくり研究をどうぞご一緒に エコワンハウス　参考資料

　露点温度表

コンクリート中の水分量の推移測定
2005年1～2月

水分計による含水量調査

※家の中で暮らす私たちの身体から発せられる水分（水蒸気）は１時間に約１００ｍｌといわれています。
　　　　この過熱試験の結果、１２０分時点の加熱温度１,０４１℃に対して、非加熱表面(厚さ１８ｃｍのコンクリート壁の
　　　反対側)では７１℃、さらに断熱材の外側は２８℃であった。 　「コンクリート造は湿気っぽい」と言われますが、この観察結果のようにコンクリートそのものからの水の出入りはごく僅かで、
　　　　このように家づくりでは、使う材料に適した断熱工法等の組み合わせと、その丁寧な施工力が重要ポイントとなる。 その原因はコンクリートそのものではなく、コンクリートに組合す断熱材の位置等、その設計と造り方の違いによる結果です。
　　　家づくりにおいての断熱能力とは、 「どれ位の温度差をどれ位の時間もたせ続けられるか」 でありコンクリート造に 　どんな造りの建物でも、屋内外の空気の中に含まれている水分量、私たちの体からの水分発生や暮らし方による水分の
　　　おいては、断熱無しで２時間、内断熱で３時間程度、この外内両断熱では５～６時間程度積雪寒冷、熱暑の北海道 発生量を知り、家じゅうの温度・湿度・化学物質・省エネを健康快適にコントロールし易くすることが、これからの家づくり、
　　　での四季にわたる外気、日射温度の屋内への影響を遅らせる能力をもっている。 住まいづくりの重要なポイントです。

建物に影響を与える屋外環境

方位別日射温度の時刻推移
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2005.07.04  測定
旭川市東旭川町旭正

←　外気温、東・西・南・北４方位の壁面と屋根、家の周りの６点の温度を６時
　　から２０時まで測りました。
　　　方位ごとに外気温と違う温度が、それぞれの時間帯で推移していることが
　　わかります。この日射温度が、家の壁や屋根にどのように影響を与え続けて
　　いるのか新築・リフォームとも、家つくりにはとても重要なポイントです。

断熱コンクリートへの加熱試験
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温度は一時間程ほとんど上がりません。
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コンクリートに含まれている水
分量は全体の７％程度です
これから約１０年かけ減少し、
半永久的に３～４％を保ちま
す。

型に入れて固まりだすコンクリートの温度です
このように一時上昇し、徐々に下がり安定します

水分計でコンクリートの中の水分量を計ります
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です。
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